
〃
モ
ロ
ッ
コ
を
旅
す
る
″
と
聞
く
だ
け
で
、
多
く
の
友
人
に

「
大
丈
夫
か
？
」
と
聞
か
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
遠
く
最
涯
て
と
い
う

感
じ
で
あ
る
。
確
か
に
、
わ
れ
わ
れ
に
は
地
球
の
反
対
側
の
無
縁

の
存
在
の
よ
う
な
先
入
見
が
あ
り
、
戦
前
の
映
画
「
外
人
部
隊
」

や
「
モ
ロ
ッ
コ
」
を
知
る
人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
「
地
の
果

て
」
の
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
国
は
ス
ペ
イ
ン
の
地
中
海
を

へ
だ
て
た
隣
に
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
近
い
経
度
、
日
本
と
同
じ
緯

度
な
の
で
あ
る
。

こ
の
３
月
、
加
年
ぶ
り
に
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
モ
ロ
ッ

コ
を
旅
し
た
。
こ
の
地
は
ま
だ
ま
だ
観
光
ず
れ
し
て
い
な
い
発
見

が
あ
り
、
物
価
も
安
い
し
、
特
に
や
き
も
の
は
魅
力
的
で
あ
り
、

家
族
の
希
望
も
あ
っ
て
再
び
訪
れ
る
気
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

今
回
は
加
年
の
歳
月
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
と
い

う
興
味
も
大
い
に
あ
っ
た
。
前
回
は
、
ス
・
へ
イ
ン
を
一
回
り
し
て

ア
ル
ヘ
シ
ラ
ス
か
ら
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
わ
た
っ
て
タ
ン
ジ
ー

ル
か
ら
は
い
っ
た
の
だ
が
今
回
は
逆
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
カ
サ
ブ

ラ
ン
カ
ヘ
飛
び
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
・
ラ
バ
ト
。
マ
ク
ネ
ス
・
フ
ェ
ズ

・
タ
ン
ジ
ー
ル
な
ど
モ
ロ
ッ
コ
の
古
都
を
ま
わ
っ
て
、
再
び
ス
ペ

イ
ン
に
も
ど
る
と
い
う
逆
の
コ
ー
ス
を
と
っ
た
。

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
は
、
そ
の
名
を
聞
い
た
だ
け
で
も
あ
の
名
画
の

場
面
か
ら
か
も
し
だ
す
強
烈
な
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ズ
ム
を
ほ
う
ふ
つ
さ

せ
る
が
、
今
や
そ
の
よ
う
な
香
り
は
少
な
い
近
代
都
市
で
、
日
本

の
商
社
マ
ン
も
多
く
、
皿
年
前
と
比
べ
て
も
チ
ャ
ド
ル
姿
も
少
な

く
、
ロ
バ
の
背
に
ゆ
ら
れ
る
老
人
も
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ず
、
た
だ

車
が
増
え
た
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
官
庁
の
集
ま
る

周
辺
は
、
濃
緑
の
屋
根
に
ク
リ
ー
ム
色
の
壁
と
い
う
モ
ロ
ッ
コ
独

特
の
中
高
層
建
築
や
広
場
な
ど
、
途
上
国
特
有
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ

ル
な
巨
大
空
間
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
は
タ
ン
ジ

ー
ル
と
並
ん
で
近
代
的
な
港
街
で
、
メ
デ
ィ
ナ
（
旧
市
街
）
や
カ

ス
バ
（
砦
の
中
の
街
）
は
か
な
り
観
光
化
し
て
道
も
や
や
広
く
、

青
空
市
場
的
な
感
じ
が
あ
る
。

ラ
バ
ト
は
首
都
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
街
で
は
な
く
、
や
は

り
緑
の
屋
根
の
王
宮
前
広
場
は
近
代
的
で
美
し
い
。
モ
ロ
ッ
コ
は

戦
後
フ
ラ
ン
ス
領
か
ら
独
立
し
た
が
、
そ
の
時
の
王
で
あ
り
国
祖

と
も
い
え
る
モ
ハ
メ
ッ
ド
５
世
の
枢
が
横
た
わ
る
巨
大
な
霊
廟
も

こ
こ
に
あ
り
、
そ
の
衛
兵
は
騎
馬
に
乗
り
緑
と
金
の
華
麗
な
コ
ス

テ
ュ
ー
ム
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
こ
の
辺
り
に
は
や
は
り
黒
・
赤

・
緑
な
ど
の
刺
繍
の
あ
る
服
に
、
真
鋪
の
容
器
を
沢
山
ぶ
ら
さ
げ

た
水
売
り
の
老
人
が
出
没
し
て
、
水
だ
け
で
な
く
カ
メ
ラ
に
お
さ

ま
っ
て
稼
い
で
い
る
。
現
国
王
ハ
ッ
サ
ン
２
世
は
、
父
王
で
も
あ

る
モ
ハ
メ
ッ
ド
５
世
の
遺
志
を
つ
ぎ
、
き
わ
め
て
開
明
的
で
、
民

主
化
と
産
業
化
を
す
す
め
、
治
安
も
よ
く
安
定
し
た
国
に
し
て
い

る
。
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
か
ら
マ
ラ
ケ
シ
ュ
ま
で
の
３
０
０
キ
ロ
余
、

大
半
は
開
墾
さ
れ
た
畑
が
つ
づ
き
、
ア
ト
ラ
ス
山
脈
か
ら
の
川
を

ひ
い
て
土
地
改
造
が
進
ん
で
い
る
の
も
そ
の
一
例
と
い
え
る
。

大
ア
ト
ラ
ス
山
脈
を
み
な
が
ら
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
ヘ
の
道
は
、
加

年
前
に
は
ガ
タ
ガ
タ
道
だ
っ
た
が
、
観
光
道
路
ら
し
く
な
っ
て
い

た
が
、
風
景
は
さ
ほ
ど
変
っ
て
い
な
い
。
モ
ロ
ッ
コ
と
い
う
と
サ

１
１３６
１

9

￥ ．．蝉騨二一’

Ｉ
‐
１
１

１
１
１
‐
‐

板
東
慧

〈
中
部
大
学
国
際
関
係
学
部
教
授

生
活
文
化
研
究
所
曇
〉
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近
く
な
る
ほ
ど
で
、
標
準
気
温
は
日
本
と
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
凌

ぎ
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。
カ
フ
タ
ン
な
ど
と
い
う
裾
長
の
衣
装
の

下
に
ズ
ボ
ン
と
い
っ
た
服
装
も
、
砂
漠
の
下
か
ら
の
熱
気
と
夜
の

寒
さ
を
防
ぐ
た
め
と
い
え
ば
、
そ
の
合
理
性
も
理
解
で
き
る
。

マ
ラ
ヶ
シ
ュ
は
、
１
０
０
年
前
ま
で
の
首
都
で
、
太
陽
の
反
射

が
き
つ
い
の
で
、
壁
が
す
べ
て
茶
色
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
カ
サ

ブ
ラ
ン
カ
（
白
い
家
の
意
味
）
な
ど
と
の
違
い
で
あ
る
。
こ
こ
は

遺
跡
も
多
い
が
、
何
と
い
っ
て
も
圧
巻
は
、
昼
頃
か
ら
蛇
使
い
や

サ
ハ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
見
世
物
で
賑
わ
う
ジ
ャ
マ
・
エ
ル
・
フ
ナ
広

場
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
迷
路
の
よ
う
に
拡
が
る
ス
ー
ク
（
市
場
）

で
あ
る
。
ス
ー
ク
は
皮
・
陶
器
。
香
料
・
銀
・
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど

職
別
に
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
大
モ
ス
ク
と
門
で
メ
ジ
ナ
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
は
、
加
年
前
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な

い
。
む
し
ろ
１
，
０
０
０
年
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う

べ
き
だ
ろ
う
か
。

フ
エ
ズ
の
場
合
に
は
、
も
っ
と
巨
大
な
迷
路
が
、
城
壁
と
城
門

に
囲
ま
れ
て
、
さ
ら
に
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
、
と
て
も
案
内

な
し
に
は
迷
わ
ず
に
出
て
こ
れ
な
い
感
じ
で
あ
り
、
階
下
が
店
と

な
っ
て
い
る
家
々
は
３
階
や
５
階
も
あ
っ
て
、
１
，
０
０
０
年
も

そ
の
ま
ま
の
形
で
ひ
し
め
い
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
場
所

は
、
よ
く
現
地
人
と
同
じ
服
装
を
し
て
歩
く
。
こ
こ
で
は
「
サ
ヴ

ァ
」
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
で
挨
拶
を
か
わ
す
。
す
べ
て
値
段
は
つ
い

て
な
く
て
、
売
値
よ
り
先
に
買
い
値
を
い
わ
さ
れ
る
場
合
が
多

い
。
ひ
や
か
し
で
、
交
渉
途
中
で
他
の
店
に
移
る
と
い
う
よ
う
な

日
本
的
な
や
り
方
を
す
る
と
、
気
が
つ
い
て
み
た
ら
ひ
や
か
し
た

各
店
の
５
人
位
が
「
い
く
ら
で
買
う
」
と
執
勧
に
つ
い
て
き
て
い

た
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
モ
ロ
ッ
コ
の
旅
は
は
か

り
し
れ
な
い
魅
力
を
も
つ
。
こ
れ
に
ク
ス
ク
ス
と
ケ
バ
ブ
と
い
う

モ
ロ
ッ
コ
料
理
は
日
本
人
に
も
よ
く
あ
う
し
、
ミ
ン
ト
茶
も
つ
か

れ
を
癒
し
て
く
れ
る
。
観
光
に
力
を
い
れ
る
こ
の
国
は
、
ホ
テ
ル

な
ど
も
古
城
も
あ
れ
ば
超
近
代
的
な
も
の
も
あ
る
。
加
年
日
の
モ

ロ
ッ
コ
と
の
再
会
は
、
確
実
に
次
の
出
会
い
へ
の
期
待
を
か
き
た

て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１
１３７
１

亀鐸溺

ハ
ラ
砂
漠
の
中
と
い
う
感
じ
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
ア
ト
ラ
ス
を
越

え
た
国
の
端
か
ら
が
サ
ハ
ラ
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
、
乾
燥
し
て
い

る
の
で
昼
は
暑
い
が
、
木
陰
に
は
い
る
と
涼
し
く
、
夜
は
０
度
に

篭
》
霧

燕爵

灘
潮霧;‐ 霧

右上／フエズのスーク右下
／マラケシユの陶器スーク
中／路上のヘビ使い左上／
フエズの街左下ソチャドル
姿の女性たち
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異方から群
トーアロード竃0 7 8 ( 3 3 1 ) 3 2 5 0 . 3 1 5 1

１１: 0 0 A M ～1 9 : 3 0 2 Ｍ水曜日体

神戸肉を進物に
最高級品の黒毛和牛の雌牛のみ
扱っております。フレッシュな
まま、日本全国へお届けいたし
ます。

午前８時～午後６時3 0 分日。祝は休日

神戸元町 割髪塗'。 むみやけ．、こ.賠篤川:二
鵜物神戸閃をどう篭

辰 屋
神戸市中央区元町通１丁目1 3 - 1 9 ＴＥＬ３３１－３０１６

1３８
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議鶏

ポリス
アカデミー４
あのお騒せ集団が帰ってく

る〃２年前、初めて全世界
にその実態を暴露した：､ ポリ
スアカデミー」の面々が、自
警団の結成による学園の危機
を救うべく、またＰ. Ａに集
まった〃

６月１３日公開
神戸ビッグ映劇

６月１３日公開
神戸ビッグ映劇

221- 1 3 8 82 2 1 - 1 3 8 8

S ＣＲ１ｍＮ

ロードショー
抽選の上、３０妬様に、御招待券差し
上げます。御希望の方は、シネマガ
イドまで、葉書をお送り下さい。

リーサル
･ ウェボン

ＬＡ市警内外にその名を轟
かすスーパー・コップ。それ
が｜リーサル．ウェポン
メル・ギブソンとリチャー
ド・ドナーーのコンビが贈る、
『ダーーティーハリーｌをも凌
ぐハードアクション巨編〃

６月１３日公開
朝日会館

331.6361

シ ネマガイドシネマガイド
〒6 5 O 神戸市中央区二宮２．１１－１

センタープラザ西館地卜
恋07 8 - 3 3 2 - - 4 7 3 5

⑳営業時間／１０：００ＡＭ～７：０O ＰＭ
( 年中無休）

ビバリーヒルズ
コップ２

３年前、全世界で大ヒット
した前作に引き続き、エディ
・マーフィ扮する刑事アクセ
ルが、再びピバリーヒルズに
帰って来た. ノ
パラマウント映画の創立７５

周年の目玉として話題騒然／
７月１１日公開
国際松竹

221-4 4 7 6
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畳

いまむらいづみ
原求こか
作しとと
者たをい
有、追う

謹 識

銅
解
説
も
つ

く
。

雲識灘識ご戸明れ文展さＩまで誕し、た近化の３６館Ｉめの治て化示れじはこ生い神○代摂開００蝿璽美
雛涛: 燃議鰯& 鴬農術き神る入洋をとが会る出祥ゴき口、量、_ ～

蕊騨熱1 雲薗
鐸難鮮溌霊

翌
年
に
は
京
都
で
は
じ
め
て
個

展
を
開
い
た
。
神
戸
で
は
昨
年

の
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
に
次

い
で
２
度
目
の
個
展
。

彫
り
に
す
る
。

☆
金
明
姫
個
展

６
月
ｎ
日
（
木
）
Ｉ
鵡
日
（
火
）
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ほ
り
か
わ

韓
国
東
洋
画
と
墨
絵
作
家
の

金
明
姫
さ
ん
は
一
九
七
五
年
に

来
日
。
贋

確
本
進
、
熊

金
谷
敏
雄
ら

に
師
事
し

の
ほ
か
中
村
茂
隆
氏
に
よ
っ
て

編
曲
園
さ
れ
た
シ
ョ
ス
タ
ー
コ
ー

ヴ
ィ
ッ
チ
の
曲
が
４
台
の
マ
リ

ン
バ
と
打
楽
器
に
よ
っ
て
演
奏

さ
れ
る
。
曲
目
は
ピ
ッ
ト
フ
ィ

ー
ル
ド
の
ソ
ナ
タ
、
一
柳
慧
の

森
の
肖
像
ほ
か
。
ピ
ア
ノ
。
田

淵
幸
三
、
打
楽
器
・
松
村
初
恵

☆
小
田
イ
タ
ル
＆
滝
え
り
子

「
雨
・
舞
・
食
・
響
」

６
月
Ⅳ
日
（
水
）
昭
時
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ

テ
ル
借
楽
の
間
１
８
０
０
０
円
前
売

１
５
０
０
０
円

兵
庫
県
と
フ
ラ
ン
ス
の
特
産
ロ
叩

を
使
用
し
た
豪
華
な
デ
ィ
ナ
ー

を
食
べ
な
が
ら
の
弓
甘
酒
陣

賞
い
う
方
の

我
た
め
に
、

は
世
界
的
に
有
名
な
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
シ
ヤ
ル
ル
・
デ
ュ
モ
ン

を
審
査
員
と
し
て
招
く
。

全
国
四
カ
所
で
の
地
区
大
会

を
勝
ち
抜
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
歌

手
三
○
人
が
出
演
す
る
。

☆
宮
本
慶
子
マ
リ
ン
バ
演
奏
会

６
月
加
日
（
土
）
皿
時
半
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
２
５
０
０
円
ペ
ア
券
４
０
０

０
円マ

リ
ン
バ
は
現
代
に
発
達
し

た
楽
器
の
た
め
、
減
奏
さ
れ
る

作
品
も
全
部
が
現
代
音
楽
と
い

マ
リ
ン
バ
の
た
め
の
音
楽
を
書

い
て
い
る
が
、
今
回
は
す
で
に

定
評
の
あ
る
い
く
つ
か
の
作
品

､ ~⑳．
Ｆ､

蕊；’宮本慶子
作ず外え
曲多をる
家く間。
がのわ内

１
１４０
１

ワ
、
弓
』
ロ
、
陣

の
言
国
里
・
・
・
・

好
「
セ
ン
チ
メ

葎
ン
タ
ル
ジ
ヤ

ー
ニ
ー
」
を

し
二
人
で
デ
ユ

ノや
エ
ッ
ト
す
る

田
ほ
か
、
タ
ン

ノ

ゴ
や
懐
し
い

鰻
古
豊
罷

★
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
「
俊
寛
」

６
月
狸
日
（
金
）
ｕ
時
明
石
市
民
会
館
一

階
席
１
５
０
０
円
二
階
席
１
２
０
０
円

近
松
門
左
術
門
に
よ
り
人
形

亀
※
。

曲
を
小
田
が
「
慕
情
」
『
フ
リ

テ
ン
ド
』
「
雨
に
唄
え
ば
」
な

ど
滝
が
歌
う
。
リ
サ
イ
タ
ル
の

間
に
は
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
も
。

灘Ｉ
浄
瑠
璃
と
し
て
制
作
さ
れ
て
以

来
、
二
七
○
に
年
近
い
上
演
の

歴
史
を
持
つ
す
ぐ
れ
た
作
品
。

俊
寛
僧
都
に
片
岡
我
倦
丈
。
海

女
千
鳥
に
市
村
家
橘
が
演
ず

る
。
ま
た
歌
舞
伎
が
は
じ
め
て

吉
佐
和
子
の
熱
い
想
い
が
舞
台

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

阿
国
に
い
ま
む
ら
い
づ
み
、

恋
人
の
三
九
郎
に
嵐
圭
史
が
紛

す
る
ほ
か
、
妻
倉
和
子
、
嵐
芳

三
郎
な
ど
前
進
座
が
総
力
を
上

げ
て
噛
る
。

☆
出
雲
の
阿
国

６
月
ｕ
日
（
木
）
蝿
時
聡
分
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
一
階
席
３
３
０
０
円
二
階

席
２
５
０
０
円

桃
山
文
化
に
花
ひ
ら
い
た
、

天
下
一
の
踊
り
手
。
愛
に
生
き

恋
に
燃
え
た
火
の
女
。
芸
術
と

か
芸
能
と
か
い
う
も
の
が
、
人

禽
の
生
き
て
い
く
上
で
、
い
っ

た
い
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の

鍔
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加藤剛日下由美
郎中加；会チはマ

罫谷繍是邦）
藤一、はめとンフ

☆
去
年
の
夏
、
チ
ュ
リ
ー
ム
ス

ク
で

６
月
皿
、
（
木
）
１
，
冊
（
土
）
鵡
時
鵡

分
Ｍ
日
（
周
）
蝿
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
申
‘
し
込
み
は
茸
３
５
１
１
３
５
３

５
ま
で三

十
四
歳
で
天
逝
し
た
Ａ
・

ヴ
ア
ム
ピ
ー
ロ
フ
の
最
後
の
作

品
。
シ
ヤ
マ
ノ
ー
フ
（
加
藤
剛
）

は
、
食
堂
に
来
る
客
が
草
花
を

踏
み
荒
す
の
を
、
そ
こ
で
働
く

ク
レ
ン
チ
ー
ナ
（
旧
下
由
美
）

が
毎
日
け
な
げ
に
手
入
れ
を
す

る
の
に
興
味
を
持
つ
。
そ
し
て

彼
女
と
の
ふ
と
し
た
会
話
か
ら

彼
女
が
自
分
を
愛
し
て
い
る
こ

☆
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
弦
楽
四
重
奏
団
＆
伊

藤
ル
ミ

叩
日
（
水
）
四
時
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
Ｓ
４
５
０
０
円
Ａ
４
０

０
０
円
Ｂ
３
５
０
０
円

☆
今
井
勲
子
歌
曲
の
夕
べ

別
日
（
水
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円
（
自
由
席
）

★
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
・
田
辺
良
子

哩
円
（
、
）
皿
時
神
戸
寡
化
大
ホ
ー

ル
８
０
０
円

☆
燕
旭
心
と
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

晦
日
（
火
）
畑
時
半
生
孤
文
化
会
館

１
５
０
０
円
（
飲
物
付
）

★
東
京
佼
成
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

瓢
日
（
日
）
型
時
明
石
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
Ａ
３
３
０
０
円
Ｂ
２
８
０

０
円
学
生
席
２
０
０
０
円

★
ピ
ア
ノ
と
打
楽
器
に
よ
る
三
人
展

ピ
ア
ノ
と
作
曲
。
｜
柳
窓
ピ
ア
ノ
・

木
村
か
お
り
マ
リ
ン
バ
と
打
楽
器
・

岩
城
宏
之

ｕ
日
（
木
）
、
時
ル
ナ
ホ
ー
ル
２

８
０
０
ｍ
“

☆
ス
タ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

○
目
、
（
色
唄
⑦
弓
僅
風
、

６
日
（
土
）
皿
時
皿
時
ピ
ッ
コ
ロ

園
《
。
※

☆
第
２
回
浪
曲
大
会

４
日
（
木
）
ｎ
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
２
０
０
０
円

☆
山
崎
伸
子
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

５
日
（
金
）
蛸
時
神
一
厚
文
化
中
ホ
ー

ル
２
８
０
０
円

と
を
知
る
。
彼
女
の
存
在
に
新

た
な
人
生
の
光
を
感
じ
た
シ
ャ

深
雪
、
ｕ
下
‐
由
美
ほ
か
。

☆
リ
ー
サ
ル
・
ウ
エ
ポ
ン

６
月
過
日
（
土
）
’
７
月
狐
日
（
金
）

朝
Ｈ
会
館
一
般
１
２
０
０
円
（
当
日
１

５
０
０
円
）
学
生
１
１
０
０
円
（
当
日
１

３
０
０
口
》

Ｌ
Ａ
市
警
内
で
激
烈
な
捜
査

ぶ
り
を
買
わ
れ
て
、
殺
人
課
へ

抜
て
き
、
悪
を
セ
ン
滅
す
る
マ

ー
チ
ン
・
リ
ッ
ゲ
ン
ス
・

ロ
ジ
ヤ
ー
・
マ
ー
ト
ー
。
印

の
坂
に
か
か
ろ
う
と
す
る
殺
人

課
の
ベ
テ
ラ
ン
黒
人
刑
事
。
共

に
ベ
ト
ナ
ム
帰
り
と
い
う
以

外
、
接
点
の
な
か
っ
た
二
人
の

刑
蔀
が
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
チ

ー
ム
を
組
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な

斗
小
津
安
二
郎
シ
リ
ー
ズ
「
麦
秋
」

５
日
（
金
）
型
時
超
時
半
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
シ
ー
ガ
ル
８
０
０
円

☆
小
津
安
二
郎
シ
リ
ー
ズ
「
秋
日
和
」

四
日
（
金
）
型
時
妬
時
半
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
シ
ー
ガ
ル
８
０
０
円

★
市
民
映
画
劇
場

「
キ
ス
・
ミ
ー
。
グ
ッ
バ
イ
」

究
日
（
木
）
ｌ
幻
日
（
土
）
塑
時
半

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
シ
ー
ガ
ル
３
３
０

円☆
マ
ー
ク
・
テ
ィ
パ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

劇
団
来
日
公
演
テ
ラ
・
ノ
ヴ
ァ

ｕ
日
（
木
）
犯
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

タ
ー
一
般
５
０
０
０
円
学
生
３
０

０
０
円

★
魔
弾
の
射
手

、
日
（
金
）
”
日
（
土
）
雌
時
晦
分

シ
ア
．
タ
ー
２
５
０
０
円

☆
江
間
常
夫
ギ
タ
ー
演
奏
会

妬
日
（
木
）
四
時
国
際
会
館
２
０

０
０
，
今妬

演

劇

環
： 映

画

古
典
芸
能

☆
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

県
彫
刻
家
辿
盟
小
品
展６

／
５
１
６
／
ｍ

宍
栗
美
術
展
６
／
⑫
１
６
／
型

尼
崎
美
術
協
会
展
６
／
”
１
７
／
１

☆
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

普
道
笹
波
会
会
員
展
６
／
、
１
６
／
皿

亜
女
黒
崎
展
６
／
妬
１
６
／
加

県
日
本
画
家
述
盟
公
孫
展

６
／
鯛
１
６
／
詔

☆
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
書
道
専
門
塾
展
６
／
５
１
６
／
”

新
日
洋
会
新
鋭
選
抜
展６

／
鯛
１
６
／
型

第
４
回
柿
葉
会
展
６
／
鰯
１
７
／
１

★
サ
ン
パ
ル
ミ
ー
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
ま
つ
り
ふ
れ
あ
い
中
央
カ
ー
ニ
バ

ル
入
蛍
作
品
展
６
／
妬
１
７
／
１

☆
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

金
月
畑
子
企
凹
展
６
／
訂
１
７
／
３

★
大
谷
記
念
美
術
館

初
イ
タ
リ
ア
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原

画
展
６
／
６
１
７
／
５

☆
滴
翠
美
術
館

紀
州
焼
展
６
／
１
１
７
／
狸

☆
香
雪
美
術
館

現
代
に
生
き
る
唐
津
茶
陶
展

６
／
１
１
７
／
蝿

★
県
立
近
代
美
術
館

イ
タ
リ
ア
未
来
派
写
真
展

６
／
１
１
６
／
記

☆
県
陶
芸
館

兵
庫
の
焼
き
も
の
展
６
／
１
１
６
／
詔

☆
青
少
年
科
学
館

や
さ
し
い
バ
イ
オ
展
６
／
１
１
６
／
鋤

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ド
・
ラ
・
ペ

ア
ン
デ
ィ
ー
ウ
オ
ー
ホ
ー
ル
遺
作
展

６
／
型
１
６
／
型

★
大
丸
美
術
画
廊

松
永
隆
雄
水
墨
画
展
６
／
４
１
６
／
９

旦
虹
会
日
本
画
展
６
／
皿
１
６
／
躯

現
代
陶
芸
秀
作
展
６
／
皿
１
６
／
麺

扇
丘
会
日
本
画
展
６
／
露
１
６
／
鋤

創
日
（
日
）
皿
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ

ー
ル
Ｓ
６
０
０
０
円
Ａ
５
０
０
０

冊
Ｂ
４
０
０
０
円
Ｃ
３
０
０
０
円

☆
劇
団
青
い
森
公
演
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」

哩
日
（
金
）
週
日
（
土
）
塑
時
半
皿

Ⅲ
（
日
）
臨
時
一
般
１
７
０
０
円

高
校
生
１
２
０
０
円

錘
篇

‘

に
奪
わ
れ

て
し
ま

ンソ
津
フ
。
「
マ

プギ
ッ
ド
マ
ッ

ル
ク
ス
」
シ

メ

リ
ー
ズ
の

メ
ル
・
ギ

っ
た
。
麻
薬
組
織
捜
査
の
過
程

で
、
マ
ッ
ク
ス
の
愛
娘
が
人
質

ブ
ソ
ン
と
「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」

「
グ
ー
ー
ー
ー
ズ
」
の
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ド
ナ
ー
の
最
強
コ
ン
ビ
が
ハ

ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
挑
む
。

☆
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
、
葉
書
に
住
所
氏

名
を
記
明
の
上
神
戸
っ
子
「
朝
日
」
係

１
１４１
１
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鋼
渥

こ
の
日
の
四
月
二
十
九
日
が
い
っ
た
い
天
気
（
晴
れ
）
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
誰
が
自
信
を
持
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

会
場
は
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
の
み
ど
り
の
広
場
。
向
う
は
青
い

海
。
あ
た
ま
の
上
は
青
い
空
。
記
念
碑
を
と
り
ま
く
は
目
に
し
み

る
み
ど
り
の
芝
生
。

こ
れ
、
こ
の
日
、
ど
し
や
降
り
な
ら
ど
う
な
さ
る
。
こ
れ
、
こ

の
日
、
春
の
お
わ
り
を
告
げ
る
大
嵐
な
ら
ど
う
な
さ
る
。

私
は
東
京
か
ら
馳
け
つ
け
る
前
の
前
の
晩
、
ふ
と
ん
の
中
で
想

像
し
て
み
た
。
雨
、
雨
、
雨
。
傘
、
傘
、
傘
。
風
、
風
、
風
。
除

幕
の
白
布
が
ゆ
れ
ひ
ら
め
い
て
、
か
つ
こ
う
わ
る
い
。
雨
な
ら
も

っ
と
困
る
。
雨
傘
が
濡
れ
た
記
念
碑
と
り
ま
い
て
。
こ
れ
な
ら
葬

式
や
。い

っ
た
い
誰
が
こ
の
日
、
晴
れ
る
と
自
信
を
持
た
れ
た
か
。
え

ら
い
人
や
な
あ
。

く
ｂ

そ
れ
が
、
》
）
の
日
、
完
●
へ
き
に
晴
れ
た
。
見
上
げ
る
空
に
雲
も

な
く
、
汗
ば
む
肌
に
、
海
か
ら
の
そ
よ
風
。

だ
か
ら
集
ま
ら
れ
た
、
集
ま
ら
れ
た
。
会
場
は
見
物
客
で
い
っ

ぱ
い
。
人
の
波
。
押
し
あ
い
、
へ
し
合
い
。

運
が
強
い
と
は
こ
の
こ
と
。
よ
っ
ぽ
ど
運
が
強
か
っ
た
。
家
族

に
ざ

連
れ
で
い
っ
ぱ
い
、
そ
の
華
や
か
な
る
賑
わ
い
。

×

、
ま
っ
た
く
、
こ
の
日
は
永
久
に
忘
れ
ま
い
。
毎
年
、
毎
年
、
こ

の
日
は
忘
れ
ま
い
。
こ
の
記
念
碑
。
名
づ
け
て
〃
メ
リ
ケ
ン
シ
ア

タ
ー
〃
。
来
年
も
さ
ら
い
年
も
こ
の
日
、
〃
そ
や
メ
リ
ケ
ン
シ
ア
タ

ー
に
ゆ
こ
〃
。

こ
の
日
、
お
ぼ
え
が
よ
い
の
は
私
た
ち
の
え
ら
い
お
父
さ
ま
と

同
じ
誕
生
日
。
そ
れ
だ
け
や
な
い
。
四
月
二
十
九
日
の
二
十
九
日

が
活
動
写
真
上
陸
第
一
歩
の
明
治
二
十
九
年
の
２
９
と
ご
ろ
あ
わ

せ
で
す
ぞ
。

明
治
二
十
九
年
に
日
本
に
初
め
て
動
く
写
真
が
輸
入
さ
れ
た
そ

の
映
画
の
歴
史
は
、
そ
の
年
小
池
は
、
や
っ
ぱ
り
映
画
フ
ァ
ン
な
ら

ず
と
も
〃
文
化
の
日
″
と
で
も
い
い
た
い
そ
の
歴
史
の
貴
重
な
る

年
代
記
号
。

こ
の
日
に
除
幕
と
は
し
ゃ
れ
ま
し
た
ぜ
。

×

神
戸
市
長
の
宮
崎
さ
ん
と
私
が
白
い
手
袋
を
は
め
、
右
と
左
か

ら
同
時
に
テ
ー
プ
を
切
る
。
げ
ん
し
ゆ
く
の
そ
の
一
瞬
。
巨
石
く

り
ぬ
い
た
ス
ク
リ
ー
ン
を
思
わ
せ
る
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
石
の
記

念
碑
が
サ
ッ
と
と
び
だ
す
そ
の
瞬
間
、
ア
シ
と
び
っ
く
り
。
石
を

あ
紅

く
り
ぬ
い
た
ス
ク
リ
ー
ン
の
穴
に
う
ず
く
ま
る
は
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

’
1４２
１

蕊蕊
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そ
っ
く
り
の
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
と
い
で
た
ち
の
こ
の
日
パ
ン
ト
マ
イ

ム
を
演
じ
る
若
者
。
見
物
人
か
ら
の
い
つ
せ
い
の
笑
い
が
、
た
ち

ま
ち
に
し
て
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
街
の
灯
」
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ

ー
ン
の
除
幕
式
に
か
さ
な
っ
て
、
よ
く
も
ま
て
し
ゃ
れ
ま
し
た

ね
…
：
．
と
い
う
ス
マ
ー
ト
・
パ
ロ
デ
ィ
。
こ
の
除
幕
式
。

×

や
っ
ぱ
り
神
一
戸
。
市
長
の
演
説
も
ス
ラ
リ
や
さ
し
く
、
み
な
さ

ん
公
園
や
街
の
木
や
花
や
彫
刻
を
大
事
に
し
て
下
さ
い
よ
の
演
説

の
し
め
く
く
り
ま
で
校
長
が
教
え
子
に
言
う
が
ご
と
く
、
そ
し
て左から、長島隆会長と山口牧生さん、神戸三中仲間である宮崎神戸市長と完成した映画記念碑" メリケンシアタ

ー. ，の前で握手する筆者、小林陸一郎さんと増田正和さん（４月2 9 日メリケンパークにて）

つ
め
た

手
に
し
た
原
稿
を
読
み
あ
げ
る
な
ど
と
い
う
冷
さ
郡
ｂ
な
い
。
市
長

と
私
は
同
じ
中
学
生
（
三
中
）
仲
間
。
二
人
で
記
念
碑
の
テ
ー
プ

を
切
る
こ
の
い
ん
ね
ん
が
ま
た
私
に
は
嬉
し
い
。

除
幕
の
最
初
に
本
誌
の
小
泉
美
喜
子
さ
ん
が
マ
イ
ク
に
向
っ
て

〃
つ
い
に
除
幕
の
日
が
ま
い
り
ま
し
て
。
…
・
・
″
と
言
わ
れ
る
そ
の

立
ち
姿
に
私
は
〃
あ
ん
た
と
う
と
う
や
り
は
っ
た
な
ァ
〃
と
申
し

た
い
感
激
が
全
身
に
ジ
ー
ン
と
流
れ
た
。
お
お
げ
さ
で
は
な
い
、

ほ
ん
と
に
そ
う
思
っ
た
。
小
泉
さ
ん
、
よ
く
や
っ
た
ね
え
〃
”
．

×

そ
れ
か
ら
こ
の
石
の
記
念
碑
。
こ
の
石
の
デ
ザ
イ
ン
。
ス
タ
ア

名
を
き
ざ
ん
だ
あ
ま
た
の
石
の
置
き
か
た
。
そ
の
石
の
か
た
ち
。

こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
近
代
美
術
館
の
庭
に
そ
っ
く
り
持
ち

こ
み
た
い
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
こ
れ
を
見
る
や
そ
う
思
う
に
ち

が
い
な
い
。

×

、
、
、

か
た
ち
に
は
ま
る
｝
」
と
は
面
白
く
な
い
。
と
い
っ
て
脱
線
の
ゆ

き
す
ぎ
は
見
苦
し
い
し
下
品
だ
。
こ
の
四
月
二
十
九
日
の
除
幕
式

、
、
、

は
式
典
の
か
た
ち
を
破
り
、
し
か
も
品
位
を
失
わ
ぬ
。
会
長
の
長

島
隆
さ
ん
、
そ
し
て
こ
の
メ
リ
ケ
ン
・
シ
ア
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を

生
か
し
た
山
口
牧
生
、
小
林
陸
一
郎
、
増
田
正
和
の
環
境
造
形
Ｑ

の
三
氏
も
こ
の
日
こ
の
除
幕
式
の
前
に
立
た
れ
て
、
さ
ぞ
や
胸
い

っ
ぱ
い
の
お
気
持
ち
に
な
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

私
は
こ
の
人
た
ち
を
見
つ
め
〃
あ
り
が
と
う
″
を
胸
の
な
か
で

何
度
申
し
た
こ
と
か
。
見
る
か
ら
に
、
や
さ
し
そ
う
。
見
る
か
ら

に
美
術
の
先
生
の
品
格
。

×

四
月
二
十
九
日
こ
そ
は
こ
の
メ
リ
ケ
ン
・
シ
ア
タ
ー
の
誕
生
の

日
。
こ
の
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
四
月
二
十
九
日
が
神
戸

の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、
い
や
日
本
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
と
こ
し
え
に
そ

の
祝
日
を
く
り
か
え
し
迎
え
る
だ
け
で
な
く
、
春
に
夏
に
秋
に
冬

で
さ
え
、
こ
の
メ
リ
ケ
ン
・
パ
ー
ク
の
メ
リ
ケ
ン
・
シ
ア
タ
ー
で

何
か
と
文
化
の
催
し
、
映
画
の
つ
ど
い
を
持
た
れ
る
よ
う
。
あ
あ

…
…
神
戸
は
。
…
：
え
ら
い
よ
…
…
つ
い
に
や
り
ま
し
た
な
あ
ノ

１
１４３
１
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１，
１４４
１

三
ｍ
三
②

☆
神
戸
開
港
の
香
り
を

お
届
け
し
ま
す

開
港
加
年
を
記
念
し
て
数
々

の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
る

中
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
伽
誹
よ
り

「
神
戸
開
港
加
年
記
念
瑚
誹
」

灘
限定発売です

が
発
売
さ
れ
た
。

日
本
最
大
の
輸
入
港
神
戸
で

愛
飲
さ
れ
て
き
た
「
神
戸
蕊
Ｉ

ヒ
ー
」
を
限
定
商
品
と
し
て
開

発
し
た
も
の
で
、
豊
か
な
コ
ク

と
ピ
タ
ー
な
味
わ
い
が
特
徴
。

港
神
戸
の
文
明
開
花
の
香
り
が

漂
う
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た
日

本
の
コ
ー
ヒ
ー
の
代
表
作
を
こ

の
機
会
に
味
わ
っ
て
み
て
は
。

■
「
神
戸
開
港
加
年
記
念
崩
排
」
２
０
０

９
缶
１
０
０
０
円
（
標
準
小
売
価
格
）
販

売
地
域
・
兵
庫
県

i拳蕊錘

ア
カ
『

☆
木
を
焼
く
、
土
を
焼
く

加
藤
六
郎
・
焼
き
絵
展

赤
い
屋
根
が
美
し
い
ペ
ニ
ス

の
街
、
酒
落
た
カ
フ
ェ
の
並
ぶ

パ
リ
の
街
か
ど
、
緑
の
木
々
が

続
く
田
舎
道
等
々
…
。
何
気
な

い
素
材
を
描
い
た
焼
き
絵
は
、

ベ
ニ
ヤ
板
の
上
に
、
電
気
ゴ
テ

で
輪
か
く
を
描
き
、
そ
の
上
か

ら
水
彩
絵
の
具
で
彩
色
し
た
素

朴
な
絵
画
。

一一一一一

ヴィッキオ橋

作
者
の
加
藤
六
郎
氏
は
愛
知

県
瀬
戸
市
に
生
ま
れ
、
陶
芸
の

道
を
進
ん
で
い
た
が
、
三
、
四

年
前
に
瀬
戸
焼
の
額
綜
と
焼
き

絵
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
発

表
。
そ
の
暖
か
み
の
あ
る
画
風

と
ア
イ
デ
ア
で
、
巾
広
い
人
々

に
受
け
い
れ
ら
れ
て
い
る
。

ロ
一
三
三
ｍ
詞
め
エ
○
一
三

★
あ
で
や
か
に
華
麗
に
歌
っ
て

鳳
蘭
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

鋤
周
年
を
期
に
、
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
か
ら
多
目
的
ホ
ル
と
し

て
よ
り
多
く
の
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
北
野
ク
ラ

ブ
。
第
一
回
の
催
し
と
し
て

「
鳳
蘭
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
」
が

４
月
釣
日
華
麗
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。夜

景
の
美
し
い
２
Ｆ
レ
ス
ト

ラ
ン
で
デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
ん
だ

後
、
１
Ｆ
ホ
ー
ル
へ
。
「
ろ
く
で

な
し
」
「
サ
ン
ト
ワ
・
マ
ミ
ー
」

な
ど
加
数
曲
の
熱
唱
と
軽
い
お

し
ゃ
べ
り
で
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

シ
ョ
ー
が
一
時
間
に
わ
た
っ
て

展
開
さ
れ
た
。
昨
年
、
「
シ
カ
ゴ
」

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
チ
タ

ン
を
使
っ
た
〃
衿
ロ
囚
（
ア
リ

ピ
）
〃
は
高
温
高
圧
を
か
け
て

化
学
的
に
発
色
さ
せ
た
も
の

で
、
色
の
美
し
さ
と
経
さ
が
特

徴
。
真
珠
の
自
然
美
と
は
対
照

的
に
、
人
工
的
な
デ
ザ
イ
ン
の

お
も
し
ろ
さ
が
楽
し
め
る
。

Ⅶ
マ
ペ
専
門
店
と
し
て
２
年

半
、
そ
の
間
の
お
客
様
は
も
ち

ろ
ん
、
新
し
い
群
い
お
客
様
に

も
田
崎
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
軽
に

味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
店

晶
の
ク
レ
シ
ュ
ン
ド
ー
ル
の
よ

う
に
、
女
性
の
お
し
ゃ
れ
心
を

広
げ
ら
れ
た
ら
、
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
中
井
店
長
。

回
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
ー
ル
／
呈
宮
セ
ン
・
タ
ー

街
貢
０
７
８
．
３
９
１
．
２
０
２
８

‐
詞
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
・
鋸
．
駕
瀞
嘩

一
職
》
》
》
》
》
癖
緬
蝉
苧
》

》
峠
嘩
』
』
》
》
》
．
》
需
岬
雪
》
》
●
い
怖
州
１
峠
諦

さ
ん
、
円
熟
味
の
増
し
た
ス
テ

で
芸
術
祭
賞
を
受
賞
し
た
鳳
蘭

一
劃
難
熱
灘

一
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
催
し
、

一
》
稚
識
》
細
唖
琴
囲
嫡
確
恥
帽

○
で
、
三

☆
〃
女
の
夢
だ
ん
だ
ん
強
く
〃
ク

レ
シ
ェ
ン
ド
ー
ル
オ
ー
プ
ン

神
戸
で
も
数
少
な
い
マ
ベ
専

門
店
の
田
崎
真
珠
マ
ベ
パ
ー
ル

店
が
、
新
た
に
「
ク
レ
シ
ェ
ン蕊‘･アリピ’, を前に

宵
・
－
ル
」
と
し
て
４
月
釣
旧
オ

ー
プ
ン
し
た
。

今
ま
で
の
マ
ベ
の
他
に
、
シ

ル
バ
ー
・
と
チ
タ
ン
、
プ
チ
・
ジ

ェ
エ
リ
ー
が
加
え
ら
れ
、
よ
り

若
い
層
を
ね
ら
っ
た
商
品
榊
成

ＳＰＥＣＨＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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’
1４５
１

騨鶴
○
○
二
『
ｍ
の
『

③
海
を
着
こ
な
す
。
ベ
ス
ト

ド
レ
ッ
サ
ー
ズ
決
定
／

今
年
で
６
阿
目
を
迎
え
た

垂
神
戸
ベ
ス
‐
鼻
、
レ
ッ
サ
ー

ズ
大
賞
」
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ

ー
ク
協
賛
）
が
去
る
４
月
妬

日
舞
子
浜
ウ
エ
ザ
‐
‐
リ
ポ
ー

ト
に
て
開
か
れ
た
。
今
回
は

神
戸
開
港
加
年
に
ち
な
ん
で

「
海
」
が
テ
ー
マ
。
捌
名
の

応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

如
名
が
個
性
豊
か
な
マ
リ
ン

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
＆
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。
ま
た

観
客
の
中
か
ら
も
ギ
ャ
ラ
リ

ー
賞
が
選
ば
れ
、
神
戸
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
海
を
舞
台
に

花
開
い
た
様
だ
っ
た
。

ニ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
は
鎧

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
井
上
智

子
さ
ん
ら
入
賞
肴
が
淡
路
島

に
渡
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
グ
レ
ー

ス
ホ
テ
ル
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

パ
、
‐
テ
ィ
を
楽
し
ん
だ
。

『
○
で
一
○
⑫

ｅ
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
は
、

６
月
５
日
（
金
）
２
階
大
宴
会
埋

腫
お
い
て
、
棒
み
ち
よ
・
デ
ィ
ナ

：
シ
別
１
審
が
】
一
つ
◎

お
と
な
の
愛
を
、
時
に
優
し
く

時
に
華
や
か
に
歌
う
拝
み
ち
よ
の

円
熟
し
た
ス
テ
ー
ジ
。
姦
莱
な
デ

ィ
ナ
ー
の
後
で
過
ご
す
雌
力
的
な

ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
・
１
部
５
函
如
Ｐ
Ｍ
Ｉ
、
２
部
８

却
鋤
Ｐ
Ｍ
Ｉ
お
雷
人
様
￥
２
５
，

０
０
０
他
に
デ
イ
・
・
シ
副
；
宿
泊

プ
ラ
ン
も
あ
る
（
お
里
人
￥
３
０
，

０
０
０
）
ご
予
約
・
お
問
合
せ
は

神
戸
オ
リ
ュ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
倉
０

７
８
．
３
３
１
．
８
１
１
１
裳
会

予
約
係
へ
。

⑨
本
格
的
な
フ
ラ
ン
渓
料
理
が
球

わ
え
る
レ
ス
Ｌ
‐
ラ
ン
・
プ
ラ
ン
。

ド
ゥ
・
プ
ラ
ン
で
は
６
－
凋
犯
日
迄

シ
ェ
フ
の
す
す
め
る
手
‐
ス
を
設

け
て
い
る
。
鴇
の
温
か
い
サ
ラ

ダ
、
舌
平
目
白
ワ
イ
ン
蒸
し
等
、

木
場
の
料
理
話
想
う
存
分
、
ご
賞

味
下
さ
い
。
税
・
サ
込
で
￥
３
，

６
０
０
．
御
予
約
は
麓
０
７
８
．

３
２
１
，
１
４
５
５
ま
で

、
ピ
ァ
ー
ー
ス
ト
小
測
イ
タ
ル
さ
ん

が
６
月
面
Ⅲ
（
水
）
畑
山
、
ｌ
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
・
借
楽
の

問
に
て
リ
サ
イ
タ
ル
を
淵
く
。
今

回
は
〃
雨
・
舞
・
食
・
饗
〃
と
題

し
て
、
軽
快
な
ポ
ッ
プ
ス
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。
ど
ア
ノ
を
ひ
き
た

て
る
メ
ン
バ
ー
は
〃
ス
。
，
パ
ー
・

フ
レ
ン
ド
″
と
名
付
け
ら
れ
た
パ

ワ
ク
と
ゲ
ス
ト
シ
ン
ガ
ー
に
減
え

り
子
さ
ん
、
そ
し
て
ポ
・
・
・
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
特
選
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
で

お
楽
し
み
下
さ
い
。

蕊Ⅱ L鰯。､ , ｒﾏ ｰ 瓦 ﾏ # 』ろが
②末積製額より
ウッド・フレームを
木の暖かみが伝わってく軸俊
1 , い色あいのウッドフレ・・ムを
未裁製額より５名の方にプレゼ
ント致しま．ｊ・・お部屋の‘f メー
ジチニンジに、親しい人へのプ
レゼンi ･ に…。シック鉱フレー
ムはどんな絵にもよくマッチし
ます。

鰯
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③手づくりの良さを味わってもらいたい
細井昭宏さんくﾚ ｽ ボﾜ ｰ ﾙ 本店支配人＞
元町通りから少し南に入ったところ
に、この春オープンしたクッキーの館・
レスポワール。店内に入ると焼きたてク
ッキ･ - の甘い香りが漂ってくる。にこや
かな笑顔で現われた細井さんは永年鴬業
畑を歩んできて、２年前からレスポワー
ルヘ。「ヒシ! ､ 商品を出すのも大窮です
が、やはりお客様に“満足”をもって帰
っていただくのが．一番ですね」と、心の
こもったサービスに余念がない｡

ＰＲＥＳＥＮＴ
[ ＯＲＮＥＲ

▼
応
募
方
法
⑨
葉
香
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

畑
．
・
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
６
月
即

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
句
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
黒
』
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
雲
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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’コウベファッションソサエティー

難鰯雲蝋憲基Ｋ､ＩＦ.Ｓ・ne w s l 2 4

●６月のマンスリーサロン

立瞳長三氏

４月2 7 日、‘恒恢l のファッション公開
講座が開かれた。円高が深刻化の一途
をたどる世界経済界。ファッション界
の世界地図は、果たしてどんな様相を
呈しているだろうか。
「今年気をつけたいのは“変化”で

す。生産と物流。消費者と消費・商品
のそれぞれ、変化に注目していて下さ
い。つまり、どういうことなのかとい
うことを、これから、スライドを見な
がら説明しましょう。
今年３月、ドイツでもパリでも目に
ついた色は、コントラストも鮮やかな
黒と白のモノクローム、あるいはモノ

事務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

…一･･雫雲息議笥;鳶鯵漂識‘:.｡ｉｆ瀧零舞区~

☆ファッション公開講座
' 8 7 秋冬物ヨーロッパ・アメリカ最新Ｉ情報

ファッション界の
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●新入会員
大久保静江
く社団法人日本洋裟協会
兵庫県支部支部長＞
（社）日本洋装協会兵庫県

支部の会員さんを弊ったり、

トーン。縞はニットが横、織物は縦で
ターゲットは働く女‘性です。ブラウス
もパフォーマンス、お酒落をするため
に、オーバーブラウスで、カーディガ
ンなど着ません。男も女も、働く人間
は、上着を脱ぐ季節には、名刺や手帳
が入る胸ポケットが必要です。今年は
キャリアウーマンの縞のシャツと、マ
リンルックの縞が、突然クロスしたと
いうわけです。
’8 7 秋冬物は、バリエーション豊富な
茶色と、黒白で、テーマはキャリアで
す。形は長方形か逆台形。上着を長く
スカートはミニ。寒ければスパッツを
はく。今年はパンツが流行します。
さて、ＤＣブランドー辺倒の時代は

終りました。高感度でも高価格のもの
は、今や売れなくなった。メリットが
ないからです。そこで登場したのがニ
ューＤＣブランドと言われるもので、
まだ名の売れていないデザイナーの卵
の作品で、これがよく売れているんで

多極に御力添えを頂いている紳士服の中島副会長
のお勧めで、此度ＫＦｓに入会できましたことを
深く感謝いたしております。今後共、宜しく御指
導賜りますようお願い申上げます。

地殻変動に注目を
講師立亀長三くナクトアトリエ社長＞

パネルディスカッション
日時６月1 9 日( 金) 午後６：３０
場所神戸市勤労会館

２階和室１，２号室
躍子：9 8 唖一ハロ
Ｊ垂, 〃製貿
薙鍵鴛… す。‘‘クーカイ”などのブランドがそ

うです。高感度低価格でないと、消費
者は買わなくなったんですよ。
ＤＣブランドというのは元々、金の

ない洋裁学校の生徒が、将来デザイナ
ーになりたいためのキャラクターの売
場のことなんです。ＤＣブランドとは
神戸で言えば、高架下なんですよ。
同様に、今よく売れているのがメイ
ド･ イン・スペインのものです。デザ
インでも素晴らしいものがあります。
ものの流れが変わって来ました。世

界的に消費者の考え方も、変わって来
たんです。特に、働く女性が増えて来
た現代、高感度。低価格がポイントな
んです。今日お越しの皆さんも、この
点に留意して、ファッション界をリー
ドして行って下さい｡ 」

審審:_灘鋳鋼

ＦＧ 驚
箪：蔦

孟蕊紗饗鞍
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灘》驚鰯

ン
、
生
ハ
ム
、
シ
ー
フ
ー
ド
グ

ラ
タ
ン
等
の
ス
ナ
ッ
ク
の
他
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
も
準
術

中
と
か
。

☆
本
格
的
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

サ
ウ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ク

３
月
加
日
に
オ
ー
プ
ン
の
パ

ラ
デ
ィ
ア
ム
は
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ

ル
ト
向
け
の
ラ
イ
ブ
。
ト
レ
ン

ド
・
デ
ィ
ス
コ
。
外
人
バ
ン
ド

に
よ
る
ラ
イ
ブ
の
迫
力
は
さ
す

が
／
・
今
ヒ
ッ
ト
中
の
曲
も
聴
け

る
か
ら
最
高
。
そ
の
上
料
金
は

男
性
３
５
０
０
円
、
女
性
３
０

０
０
の
チ
ケ
ッ
ト
制
で
分
か
り

や
す
い
シ
ス
テ
ム
。
バ
ー
ボ
ン

や
ウ
ィ
ス
キ
ー
等
が
、
気
軽
に

楽
し
め
る
。
キ
ー
プ
は
６
０
０

０
円
か
ら
。
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ

び
っ

譲
榊

今宵はビートの波に酔って

国
中
央
区
中
山
手
通
１
１
泊
Ｉ
７
神
戸
山

下
ピ
ル
Ｂ
１
６
軸
帥
Ｐ
Ｍ
３
ｍ
叩
Ａ
Ｍ

無
休
向
３
９
１
１
６
６
４
０

プ
ラ
ザ
２
Ｆ
、
全
面
ガ
ラ
ス
窓

の
お
店
Ｂ
Ｏ
Ｏ
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
。
オ

ー
ナ
ー
の
底
抜
け
の
明
る
さ
に

包
ま
れ
、
す
ぐ
常
連
気
分
。

ミ
セ
ス
岡
本
が
作
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
ケ
ー
キ
は
日
替
り
、
お
酒

が
進
む
魔
法
の
お
つ
ま
み
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
は
絶
品
。
お
揃
い
の

ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ツ
で
決
め
た
４

人
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
、
各
自

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
を
持
っ

て
い
る
。
自
由
に
、
い
ろ
ん
な

壷拳
雲霧

☆
お
好
き
な
ス
タ
イ
ル
で

ム
ー
デ
ィ
な
バ
ー
ボ
ン
タ
イ
ム

い
ま
話
題
の
苦
楽
園
の
外
車

輯？

蕊
９

円 七

バーポンタイムはここで

白が基調の明るい店内

国
中
央
区
下
山
手
通
２
、
神
戸
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
－
Ｆ
平
日
ｎ
Ａ
Ｐ
ｌ
４
Ｐ
Ｍ

５
Ｐ
Ｍ
Ｉ
３
Ａ
Ｍ
日
祝
Ⅱ
Ａ
Ｍ
Ｉ
４
Ｐ

Ｍ
５
Ｐ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
Ａ
Ｍ
無
休
宮
３
９

２
‐
７
０
０
２

葱 ム
ー
ド
が
楽
し
め
る
バ
ー
ポ
ン

メ
イ
ン
の
バ
ー
だ
か
ら
、
雨
の

日
だ
っ
て
ウ
キ
ウ
キ
。

■
西
宮
市
深
谷
町
、
ｌ
お
Ａ
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
２
Ｆ
茸
０
７
９
８
‐
泥
ｉ
４
１
３
９

吃
函
、
ｌ
型
韓
伽
無
休

☆
正
統
派
が
集
う

ア
ダ
ル
ト
バ
ー
が
オ
ー
プ
ン

ウ
イ
ス
キ
ー
と
男
と
の
、
素

敵
な
関
係
を
追
い
求
め
る
と
、

サ
ン
ト
リ
ー
・
ジ
ガ
Ｉ
バ
ー
・

エ
ス
プ
リ
に
な
る
。
落
ち
着
い

た
ウ
ッ
デ
イ
ス
ペ
ー
ス
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
空
間
。
店
の
中
央

に
据
え
ら
れ
た
ハ
ー
レ
ー
ダ
ピ

ッ
ド
ソ
ン
は
、
気
品
す
ら
感
じ

太
）
せ
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
角
が
１
ジ
ガ
ー

５
０
０
円
。
ハ
イ
ボ
ー
ル
－
９

２
３
、
が
５
０
０
円
等
。
お
奨

め
料
理
は
ス
パ
イ
シ
ー
ベ
ー
コ

ン
６
０
０
円
、
蒸
鶏
と
キ
ム
チ

７
０
０
円
、
黒
豚
の
キ
ム
チ
妙

め
６
０
０
円
等
。

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

ナ
イ
ス
テ
ィ
・
カ
レ
ー
・
バ
ー

ガ
ネ
ー
シ
ャ

中
央
区
彊
上
通
８
‐
１
１
８

鷲
２
３
２
１
０
３
５
４

加
皿
調
Ａ
Ｍ
１
８
如
加
Ｐ
Ｍ
日
・

祝
は
体健

康
ブ
ー
ム
の
今
、
評
判

な
の
が
ベ
ジ
タ
ブ
ル
カ
レ
ー

の
ガ
ネ
ー
シ
ャ
・
「
ス
ー
プ
を

唖

１
１４７
１

本物のウイスキーに出会える

脚

謹

ノ

画

ル
パ
ン
は
、
生
地
に
カ
レ
ー

や
ナ
ッ
ツ
類
を
練
り
込
ん
で

焼
き
上
げ
た
も
の
。
店
に
並

ぶ
の
も
間
近
だ
。

画
ピ
ー
フ
カ
レ
ー
、
ベ
ジ
タ
プ
ル
カ

レ
ー
と
も
、
Ｌ
６
０
０
円
、
Ｍ
５
０

０
円
、
Ｓ
４
０
０
円
、
ツ
ケ
モ
ノ
卵

円
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
－
０
０
円

!ザ嘗・鴬~蔵灘

霞

と
る
時
か
ら
野
菜
し
か
使
い

ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
の
業
者
か

ら
購
入
し
た
ス
パ
イ
ス
を
ブ

レ
ン
ド
し
て
、
二
日
間
は
じ

っ
く
り
煮
込
み
ま
す
」
と
店

長
の
藤
森
さ
ん
。
ご
は
ん
も

麦
ご
は
ん
と
い
う
所
が
い

い
。
今
試
作
中
の
オ
リ
ジ
ナ
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ジ
ャ
ー
ナ
ル

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
日
大
使
４
月
型
日
（
金
）
よ
り
、
大
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
舌
平
目
か
ら
一
障
害
を
持
つ
人
だ
と
「
サ
ン
ガ
ィ
・
ジ

先
着
千
Ⅷ
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
考
え
る
会
」
の
〃
ポ
ー
ト
ゥ
ォ

商
品
を
販
売
。
初
日
に
は
シ
ン
行
わ
れ
、
そ
の
費
用
も
、
市
民

開
催
。
今
年
は
神
戸
店
で
６
月

毎
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
フ
ェ
ア
を

綜
唇
も
岬
溝
Ⅷ
栴
一
搾
祉
並
唖
電
諏
劃
副
祁
洋
語
榊
炉
磁
蓉
嘩
建
”
癖
岬
城
率
瀞
昨
郵
扉
謂
榊
需
一
で
魂
蛇
榔
嬉
討
鰐
卿
雨
釧
衝
さ
れ
た
砦

☆
そ
ご
う
神
戸
店
で
☆
〃
メ
リ
ケ
ン
地
蔵
〃
桐
が
完
成

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
フ
ェ
ア
開
催
本
誌
で
も
何
度
か
取
り
上
げ

昨
年
ｎ
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
た
〃
メ
リ
ケ
ン
地
蔵
〃
の
褐
が
、

腿
。

進
力
と
し
た
『
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
好
み
の
ト
神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

Ｉ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旋
風
到
来
か
イ
ル
』
が
就
行
。
従
来
の
船
と
ツ
ピ
ン
グ
で
、
夜
の
港
を
楽
し
冠
話
○
七
八
－
二
三
一
’
一
一
一
一
四

編
流
撫
諦
職
馳
岬
榊
諏
噸
鵡
悲
糖
崎
聡
蒋
籍
鵡
灘
一
鵬
臓
縦
螺
瀞
郵
ノ
＊

ガ
ポ
ー
ル
直
送
の
蘭
の
切
花
を
に
よ
る
寄
付
や
、
「
神
戸
港
を

ま
で
新
館
７
階
特
別
催
会
場
に

お
い
て
行
な
わ
れ
る
。

ｉ
が
…
。
ま
た
協
賛
行
事
と
し
☆
船
で
飛
ぶ
瀬
戸
内
海

ｌ
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。

６
Ｈ
に
は
同
国
人
気
デ
ザ
イ
ナ
ツ
チ
ン
グ
マ
ッ
プ
〃
の
販
売
代

５
円
（
金
）
か
ら
加
日
（
水
）

サ
ン
ガ
イ
・
ジ
ウ
ネ

現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
流
っ
て
、
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の
入
☆
ミ
ナ
ト
に
大
魚
出
現

１
１４８
１

ポ
ケ
ッ
ト

い
い
る
う
詞
は
、
総
チ
ー
ク
材
で
作
ら
ツ
シ
ュ
ダ
ン
ス
〃
が
オ
ー
プ
ン
。
あ
る
障
害
児
の
親
は
こ
の
子
の
た
め

ざ
に
長
生
き
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
が
、

訓
ア
ッ
シ
れ
て
お
り
、
材
料
は
大
阪
の
業
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
を
訪
れ
る
苦
悩
の
ど
ん
底
に
陥
っ
て
い
た
。
と
こ

汎
ヨ
ン
を
者
よ
り
寄
付
さ
れ
た
も
の
。
製
若
者
が
一
度
は
足
を
運
び
た
く
ろ
が
、
こ
の
た
め
に
生
き
る
と
い
う
想

稗
中
心
に
作
は
メ
ン
バ
ー
の
中
の
建
築
家
る
、
今
風
の
建
物
。

切
の
押
し
売
り
的
生
き
方
か
ら
、
『
彼

の
生
活
を
我
が
生
活
に
、
我
が
生
活
を

直
輸
入
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
手
に
よ
っ
て
海
の
幸
・
山
の
幸
を
味
わ
え
彼
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
交
錯
さ
せ
、
お
冗

行
し
て
口
に
寄
贈
さ
れ
た
。

二二可乏幽一

村
昇
先
生
が
、
重
症
の
老
人
を
病
院
へ

．
き
来
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
運
ん
で
お
ら
れ
た
時
、
た
ま
た
ま
同
じ

癖
に
な
っ
た
。
道
を
行
く
青
年
が
、
そ
の
脳
者
を
背
負

ン

『
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
』
は
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
別
れ
る
時
、
礼
を

ケ

い
う
と
「
サ
ン
ガ
イ
ー
ジ
ウ
ネ
・
コ
ラ

池
，
叩
突
堤
よ
り
、
夏
期
は
２
便
、

ギ
」
（
み
ん
な
で
生
き
る
た
あ
で
す
）
と

翁

速
帥
キ
ロ
の
高
速
で
翼
走
す
る
あ
り
が
と
う

為
波
高
３
．
５
メ
ー
ト
ル
の
荒
連
動

鐸
睦
匹
奄
癖
耐
耐
謎
融
錘
稚
緬
一
誕
生
日

冬
期
は
１
便
発
着
す
る
。
い
っ
た
と
い
う
。
先
生
は
こ
の
意
熊
に

感
激
さ
れ
て
、
以
後
多
く
の
機
会
に

☆
ミ
ナ
ト
に
大
魚
出
現

「
サ
ン
ガ
イ
ジ
ウ
ネ
」
を
口
に
さ
れ
ま

大
魚
が
シ
ン
ボ
ル
の
〃
ブ
イ
し
た
。

は
全
く
異
な
る
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ

鶴

「ジェットフォイルｊの雄姿
ないオ⑩コチも天
船快ののや、時
旅適な揺ヨタで･ ギョ･ 大魚にびっくり

本
運
動
の
雑
木
姿
勢
は
脚
蒋
の
あ
る

方
々
と
「
共
に
生
き
て
い
こ
う
」
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
神
戸
布

の
元
民
生
局
長
で
、
木
迎
動
の
噸
問
で

も
あ
る
松
前
敏
彦
氏
が
、
群
瞥
「
共
に

生
き
る
」
で
拝
し
く
説
い
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
巾
で
次
の
挿
話
を
細
介
し

に
火
花
を
散
ら
す
主
体
的
な
男
に
生
き

る
」
境
地
を
理
解
で
き
、
唯
き
甲
斐
を

発
見
で
き
た
と
、
述
悩
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
経
済
性
、
効
率
性
優
先
の
社

会
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
文
明
の
進
歩
に

と
も
な
っ
て
、
恐
ろ
し
い
緋
神
の
川
峻

が
ｌ
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
ｌ

が
拡
が
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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石
の
よ
く
研
磨
さ
れ
た
表
面

に
、
拝
む
者
の
姿
が
写
り
、
良

寛
と
自
分
が
一
体
化
す
る
と
い

う
宗
教
的
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
る
ｕ

像
の
除
幕
式
は
５
月
鉦
日

（
日
）
に
行
わ
れ
た
。

★
Ｗ
ク
イ
ー
ン
・
オ
ブ
・
ボ
ウ

ル
決
定
／

第
７
肘
を
迎
え
る
「
六
甲
ク

ィ
ー
ン
ズ
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
』
が
４
月
別
日
、
グ
ラ
ン

ド
六
甲
に
て
開
催
さ
れ
た
。
全

国
の
女
子
プ
ロ
弱
弔
に
、
前
日

島
先
生
は
５
月
５
日
胆
の
う
炎

の
た
め
師
歳
で
逝
去
、
そ
れ
ぞ

れ
ｕ
日
に
中
勝
寺
、
７
日
に
祥

竜
寺
で
葬
儀
・
告
別
式
が
行
わ

れ
た
。川

端
先
生
は
、
専
門
の
米
文

学
の
他
、
社
会
問
題
・
風
俗
問

題
に
も
取
り
組
み
、
ま
た
小
島

先
生
は
仏
文
学
者
と
し
て
ア
ラ

ゴ
ン
の
研
究
な
ど
で
知
ら
れ
、

と
も
に
交
友
も
深
く
、
後
進
の

育
成
に
も
力
を
尽
し
て
来
ら
れ

た
。
神
戸
と
し
て
は
誠
に
惜
し

い
方
々
を
失
く
し
た
こ
と
に
な

る
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

☆
〃
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
〃

天
ま
で
と
ど
け

今
年
一
月
、
食
道
癌
で
死
去

繕

み
な
が
ら
バ
ー
で
カ
ク
テ
ル
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。

貴
方
の
〃
港
″
の
演
出
を
フ

ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
で
…
。

☆
小
島
・
川
端
両
先
生
が

突
然
の
逝
去

小
誌
主
催
の
神
戸
文
学
賞
の

選
考
を
お
願
い
し
て
い
る
小
島

輝
正
神
戸
大
学
名
誉
教
授
と
川

端
柳
太
郎
同
大
教
授
の
お
一
一
人

が
相
次
い
で
亡
く
な
ら
れ
た
。

故川端柳太郎さん故小島輝正さん
ま５５の心日４先
た歳た不急月生川
小でめ全性９は端

蟻

雛
鍵
鍵
鱗
鐸
識
鐸
”
錘
壷
れ
て
い

る
。
今
回
の
像
も
、
子
供
達
が

良
寛
の
回
り
で
、
マ
リ
を
つ
い

て
遊
ぶ
イ
メ
ー
ジ
を
元
に
造
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
像
の

最
大
の
特
徴
は
、
良
寛
像
に
顔

が
な
い
こ
と
で
、
肌
色
ミ
カ
ゲ

し
た
矢
野
恵
一
郎
先
生
の
「
追

悼
演
奏
会
」
が
、
７
月
畑
口
午

後
６
時
半
よ
り
、
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

矢
野
先
生
は
、
昭
和
羽
年
神

戸
市
立
膿
匠
中
学
校
に
着
任
、

合
唱
部
顧
問
と
し
て
４
度
同
中

学
を
全
国
一
位
に
し
、
弱
年
か

ら
は
住
吉
中
学
校
で
活
躍
さ
れ

て
い
た
。

今
回
、
鷹
匠
中
合
唱
部
Ｏ
Ｂ

の
呼
び
か
け
で
こ
の
演
奏
会
が

実
現
。
生
前
先
生
の
指
導
し
た

合
唱
団
・
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

５
団
体
が
出
演
す
る
。

「
先
生
に
習
っ
た
思
い
出
の

歌
を
精
一
杯
歌
い
た
い
」
と
代

表
の
中
塚
さ
ん
。

■
入
場
料
千
円

■
問
い
合
せ
衝
０
７
８
（
ｗ
）
１
９
３

６
巾
塚
ま
で

☆
斬
新
な
良
寛
顕
彰
牌
完
成

須
磨
寺
塔
頭
正
覚
院
で
４
月

Ⅳ
日
（
金
）
、
「
良
寛
さ
ま
像
・

句
碑
並
び
に
『
須
磨
紀
行
』

碑
」
が
完
成
し
た
。灘

の
職
良
寛

袴
誰
は
江
戸

剰
奉
時
代
の

叫
佳
偉
人
と

罰
鑑
し
て
良

華
極
く
知
ら

良
速
れ
て
い

の
『
第
ｎ
回
神
戸
プ
ロ
ア
マ
ポ

ウ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

で
勝
ち
抜
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
女

子
岨
名
を
加
え
て
白
熱
戦
が
。

熱
戦
の
結
果
み
ご
と
優
勝
の

栄
冠
と
賞
金
百
万
円
を
手
に
し

た
の
は
小
山
康
代
プ
ロ
。
準
優

勝
は
小
野
日
出
朱
プ
ロ
。
そ
し

て
３
位
は
高
林
英
子
プ
ロ
。

開
港
加
年
の
春
を
飾
る
今
大

会
、
若
手
の
進
出
も
め
ざ
ま
し

く
、
新
時
代
の
ボ
ー
リ
ン
グ
ブ

ー
ム
を
予
感
さ
せ
た
。

☆
金
月
昭
子
展
が
神
戸
・
大
阪

で長
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍

し
て
い
た
ア
ー
チ
ス
ト
金
月
昭

子
さ
ん
が
神
戸
に
帰
っ
て
２

年
。
満
を
期
し
て
の
大
作
に
よ

鍵
鍾
一
。

本
欝
で
も
お
馴
染
み
の
驚
が
、
棚

戸
市
立
王
子
動
物
園
で
木
野
に
あ
っ
た

術
を
元
に
書
い
た
絵
本
で
あ
る
。
生
き

物
に
対
す
る
愛
惜
が
、
友
怖
や
愛
情
の

最
も
遮
本
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

や
さ
し
く
書
い
て
い
る
。
末
崎
茂
樹
さ

ん
の
絵
も
菩
粁
の
文
に
よ
く
あ
っ
て
お

り
、
巻
末
の
ア
シ
カ
の
解
説
も
含
い
て

と
関
心
と
愛
す
る
心
を
与
え
て
く
れ

蝋
溌
鱈
誉

現
在
、
社
会
党
衆
議
院
議
員
で
あ
る

が
ら
衆
議
院
で
活
雌
し
た
爽
父
ｒ
つ
い

て
『
百
万
人
の
締
音
』
誌
に
、
昭
和
五

あ
る
。
戦
後
の
民
主
主
撰
が
硫
化
さ
れ

る
ま
で
に
、
汲
出
さ
れ
た
部
分
ば
か
り

で
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
力
作
と
な

鱗
慰
鐙

数
年
前
よ
り
、
健
康
に
関
す
る
関
心

が
非
常
に
高
く
な
り
、
ヘ
ル
シ
ー
麓
唯

が
注
目
を
あ
び
て
き
た
。
し
か
し
、
人

間
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
肝
心
な
の
は

ギ
ー
の
源
は
す
べ
て
食
に
あ
る
こ
と
を

つ
い
忘
れ
、
健
康
に
反
す
る
食
餌
療
法

く
、
何
よ
り
も
健
康
を
促
進
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
こ
と
が
や
さ
し
く
沓
か
れ
て

図
書

ガ
イ
ド

リ

小山康代プロ

露
１
１４９
１ ｉ

鱗繍
神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
先
生
方
が
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
貴
方

に
ふ
さ
わ
し
い
相
手
を
紹
介
し

ま
す
。出

逢
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
登
録
料
６
万
円
（
期
間
３
年
）

国
問
い
合
せ
官
３
０
３
１
２
８
３
１

雨
の
加
減
も
あ
っ
て
観
客

も
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー

ク
の
オ
ー
プ
ン
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
神
戸
Ｊ
Ｃ
が
イ

ベ
ン
ト
を
組
ん
で
い
た
が
幾

分
雨
に
災
い
さ
れ
た
と
い

Ｐ
フ
Ｏポ

Ｉ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
街

区
づ
く
り
、
特
に
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
づ
く
り
も
い
よ

い
よ
仕
上
げ
段
階
に
は
い
っ

て
き
た
。
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
街
区
を
標
梯
す
る
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
で
は
あ
る
が
、

何
か
よ
そ
よ
そ
し
い
空
間
ぱ

る
新
作
展
を
６
／
的
１
７
／
１

大
阪
Ａ
Ｂ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
上

本
町
６
電
肥
ｌ
耐
１
６
１
１
１
）

で
開
催
。

ま
た
６
／
訂
１
７
／
３
は
神

戸
の
元
町
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
元
町
３
哲
叩
八
知
Ｖ
２
４
６

７
）
で
、
油
彩
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ

の
小
品
展
を
開
催
し
現
代
美
術

の
粋
を
見
せ
る
。

☆
貴
方
の
出
逢
い
の
演
出
を

人
生
の
中
で
最
も
大
切
な
出

逢
い
〃
結
婚
〃
。
そ
の
出
逢
い
の

お
手
伝
い
を
す
る
の
が
「
ワ
！

ピ
ア
ホ

テ
ル
２

耐
階
に
オ

ヱ
ー
プ
ン

”
人
生

ス
経
験
豊

か
な
．

神
戸
初
夏
三
題

神
戸
の
初
夏
と
い
え
ば
話

題
を
集
め
る
の
は
「
神
戸
ま

つ
り
」
で
あ
る
。
今
年
も
大

い
に
盛
り
上
っ
た
が
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
パ
レ
ー
ド
の

当
日
は
雨
に
な
っ
た
、
危
う

く
中
止
に
な
る
か
と
思
わ
れ

る
程
だ
っ
た
。
が
、
何
ん
と

か
実
施
さ
れ
た
。

花時計

か
り
で
あ
っ
た
。
が
、
こ
こ

の
中
央
点
に
オ
ー
ル
ス
タ
イ

ル
が
「
モ
ー
ド
ピ
ア
」
と
称

す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
神
殿

を
構
え
た
。
こ
れ
で
神
戸
市

民
に
も
認
知
さ
れ
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
話
題
は
「
神

戸
七
福
神
」
だ
。
い
よ
い
よ

巡
礼
が
出
来
る
オ
ー
プ
ン
の

日
も
近
い
。

神
戸
の
観
光
は
い
ま
、
絶

好
調
で
あ
る
。
「
北
野
町
」

「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
に

若
者
た
ち
が
集
る
。
つ
い
で

に
「
神
戸
七
福
神
」
も
詣
っ

て
貰
お
う
よ
。
八
Ｙ
Ｖ

金月組子さん

ル
ド
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ク
ラ
ブ
」

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
の
長
浜
リ

ッ
コ
さ
ん
が
今
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
て
、
今
年
３
月
ポ
ー
ト

1５０

●
属
◎
国
園
田
①
切
目

★
４
月
調
日
に
、
県
ｔ
播
購
中
央
公
閲

へ
加
東
郡
滝
野
町
）
内
『
石
碑
の
丘
』

に
「
坂
井
知
蕊
に
感
謝
す
る
つ
ど
い
」

（
発
起
人
代
炎
石
野
信
一
）
の
手
に
よ
っ

て
止
兵
叩
典
知
椛
坂
井
時
忠
氏
の
欺
碑

が
完
成
し
除
雄
共
が
汀
わ
れ
た
．
歌
は

〃
蕪
膜
美
兵
脈
の
丘
ｒ
青
々
の

似
廊
仙
り
て
文
化
す
典
釣
む
〃

☆
神
戸
市
の
人
堺
異
動
に
よ
り
、
神
戸

附
民
文
化
摂
典
財
団
専
勝
皿
聯
兼
堺
密

局
長
の
北
嶋
敏
男
さ
ん
が
、
長
Ⅲ
区
長

に
栄
転
さ
れ
、
弓
倉
恒
男
さ
ん
が
後
任

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

★
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
住
野
昭

さ
ん
瀧
円
満
退
社
さ
れ
、
暴
岬
・
西
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
協
会
（
会
長
・
坂
維
緋

忠
前
兵
庫
県
知
雫
）
が
誕
生
し
、
在
畿

鴫
年
の
商
社
マ
ン
と
、
ホ
テ
ル
で
の
４

年
間
の
経
験
を
生
か
し
て
、
西
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
州
政
府
名
然
代
表
に
就
任
。

日
豪
の
経
済
と
文
化
交
流
に
役
立
ち
た

い
と
の
躯
．
〒
”
西
宮
煎
古
楽
間
６
貯

町
２
ノ
２
宮
（
０
７
９
８
）
両
１
６
５

６
６

★
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
卿
許
本
社
の
第
二
堺
業

部
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
開
発
本
部
本
部

長
木
下
尚
慈
、
本
部
課
長
・
神
戸
広
将

窒
長
西
田
俊
一
）
が
亜
凧
へ
６
月
１
円

よ
り
移
犠
〒
順
墓
泉
都
中
央
区
日
本
橋

堀
留
町
１
丁
目
９
番
、
号
上
野
ピ
ル
７

Ｆ
麓
“
（
６
６
２
）
５
８
０
０

★
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
、
６
月
６

日
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
・
モ
ー
ド
ピ
ア

（
川
上
勉
社
長
）
が
竣
工
。
ま
た
６
月

晦
日
に
は
Ｋ
Ｋ
ジ
ャ
ヴ
ァ
（
細
川
数
夫

社
長
）
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
が
完
成
。
モ
ー
ド

ピ
ァ
／
神
戸
市
叩
央
区
港
島
中
町
６
丁

ｕ
５
番
１
移
祇
は
７
月
中
旬
予
定
。

☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
の
藤
井
康
人
さ

ん
が
、
５
月
劉
日
元
町
の
ホ
テ
ル
シ
ュ

レ
ナ
で
内
藤
圭
子
さ
ん
と
ゴ
ー
ル
イ

ン
。★

Ｋ
Ｆ
Ｓ
の
藤
井
美
智
子
さ
ん
の
長
女

み
ゆ
き
さ
ん
が
、
４
月
鯉
日
六
甲
山
ホ

テ
ル
で
、
川
村
道
夫
（
県
立
生
塚
北
高

校
）
牛
塑
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
・
お
い
で
と

う
／
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左より大谷晃世社長／西沢陣さん／山本芳樹さんく長田／神戸飯店にて＞

西
沢
障

八
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
Ｖ

山
本
芳
樹

八
美
術
研
究
家
Ｖ

大
谷
晃
世

八
大
谷
徳
風
社
社
長
Ｖ

鴎

心
に
残
る

友
人
た
ち
の

送
る
言
葉

亜
こ
こ
ろ
の
歳
時
記

１
１５１
１

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
栄
光
教
会
で
し
た

が
、
兄
が
僕
に
あ
い
さ
つ
を
と
い
う
の

で
、
短
い
け
れ
ど
低
の
思
い
出
を
一
つ

い
れ
て
ご
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ス
ラ

ス
ラ
も
良
く
な
い
（
笑
）
。
木
村
担
の

社
長
の
社
葬
の
と
き
は
、
神
戸
商
大
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
設
者
だ
っ
た
の
で
、

校
雛
を
始
め
と
し
て
学
生
に
合
唱
し
て

も
ら
い
、
退
場
す
る
と
き
も
校
歌
を
歌

っ
て
も
ら
っ
て
…
と
て
も
良
か
っ
た
。

大
谷
一
つ
の
演
出
で
す
ね
。

山
本
こ
の
頃
は
故
人
を
し
の
ぶ
と
い

う
の
で
音
楽
と
語
り
を
入
れ
ま
す
ね
。

西
沢
僕
は
必
ず
入
れ
ま
す
し
、
そ
の

原
稿
を
僕
が
取
材
し
て
書
き
ま
す
ね
。

山
本
そ
れ
は
大
変
で
す
な
。

西
沢
ス
ラ
イ
ド
と
共
に
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
や
り
ま
す
。
日
電
ガ
ラ
ス
瓶
㈱
の

会
長
の
と
き
も
故
人
の
足
跡
が
分
か
っ

て
よ
か
っ
た
。

山
本
お
葬
儀
屋
さ
ん
の
上
手
に
や
ら

れ
る
の
は
い
い
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
馬

鹿
丁
寧
な
敬
語
が
多
い
の
も
か
え
っ
て

嫌
味
で
す
ね
。

西
沢
我
々
の
方
が
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
に

言
い
や
す
い
。
僕
は
台
本
も
書
き
ま
す
。

大
谷
そ
れ
で
は
又
今
後
共
ご
協
力
下

さ
い
。

大
谷
私
の
会
社
は
阪
神
フ
ァ
ン
が
多

く
西
沢
さ
ん
の
放
送
は
楽
し
み
で
す
。

西
沢
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

日
は
夕
方
か
ら
巨
神
戦
三
連
戦
。

大
谷
ウ
ワ
ー
ッ
大
変
ノ
．
頑
張
っ
て
下

さ
い
ね
（
笑
）
。
司
会
で
は
結
婚
式
と
お

葬
儀
と
ど
ち
ら
が
気
を
造
わ
れ
ま
す
か

西
沢
そ
れ
は
結
婚
式
で
す
。
お
葬
儀

は
、
だ
い
た
い
決
ま
っ
た
ス
タ
イ
ル
か

ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結

婚
式
は
色
々
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
っ
て
。

大
谷
お
葬
儀
で
一
番
印
象
に
残
る
こ

と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

山
本
弔
辞
の
言
葉
が
胸
に
残
る
こ
と

が
多
い
で
す
ね
。
先
日
は
急
に
神
戸
大

学
の
川
端
柳
太
郎
教
授
が
亡
く
な
ら
れ

て
、
素
晴
ら
し
い
弔
辞
が
あ
り
、
お
人

柄
が
し
の
ば
れ
て
涙
し
ま
し
た
な
あ
。

西
沢
弔
辞
が
印
象
深
い
で
す
ね
。
た

だ
、
僕
達
が
関
っ
た
中
で
あ
ま
り
長
い

と
シ
ラ
ヶ
ま
す
ね
。
三
人
位
が
い
い
。

六
’
十
人
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と
多
い
。

山
本
先
日
、
山
陽
電
鉄
の
先
輩
の
葬

儀
の
時
、
写
真
が
ひ
ど
か
っ
た
。
ム
リ

ャ
リ
紋
付
を
着
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

川
端
教
授
の
は
自
然
の
ラ
フ
な
平
常
の

写
真
で
と
て
も
親
し
み
や
す
い
。

先
輩
の
と
き
救
わ
れ
た
の
は
ご
子
息

の
ご
あ
い
さ
つ
が
よ
か
っ
た
。
葬
儀
が

全
体
に
上
手
く
い
っ
て
い
る
な
と
思
う

の
に
最
後
の
あ
い
さ
つ
を
葬
儀
屋
の
方

に
さ
れ
る
と
ど
う
も
よ
く
な
い
。
第
三

者
の
美
辞
麗
句
よ
り
涙
な
が
ら
の
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
の
ひ
と
言
の

方
が
生
き
ま
す
よ
。

西
沢
僕
も
母
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

全
葬
連
認
定
潔
祭
専
門
ま
沓
諮
承
潟
著

糠
式
食
大
谷
徳
風
狂

鴬
無
喰
大
谷
晃
世

全
国
葬
祭
蔀
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
１
ｕ
ｌ
ｍ

ｐ
０
７
８
１
６
２
１
‐
０
０
８
９

鈴
皿
”
支
店
／
官
０
７
８
１
５
９
２
１
５
４
８
５
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蟻

ま
だ
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
と
、
も
う
二

十
年
も
前
に
、
村
か
ら
神
戸
へ
通
勤
し
て
い
た
時
期
が
あ

っ
て
、
そ
の
頃
、
列
耶
が
兵
庫
駅
の
手
前
ま
で
来
る
と
、

い
つ
も
こ
ん
な
地
内
放
送
を
聴
い
て
い
た
か
ら
だ
。

「
和
田
岬
線
に
乗
り
換
え
の
方
は
：
．
…
」

そ
の
放
送
を
聴
き
な
が
ら
、
た
だ
な
ん
と
な
く
、
一
度

あ
の
線
に
乗
り
換
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
っ
た

し
か
し
、
朝
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
Ⅲ
り
道
を
楽
し
む

時
間
的
な
余
裕
は
な
い
し
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
帰

り
は
、
な
に
し
ろ
、
村
ま
で
二
時
間
も
か
か
る
の
で
、
早

く
家
へ
帰
っ
て
の
ん
び
り
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
ほ
う

が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
と
う
と
う
、
一
度
も
和
田
岬

線
に
乗
る
こ
と
な
く
一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

高
校
を
出
た
二
年
目
か
ら
は
大
学
の
夜
間
部
へ
通
い
始

め
た
の
で
、
五
年
経
っ
た
ら
村
へ
戻
る
と
い
う
約
束
で
、

０一
終
着
駅
へ

前
も
っ
て
細
嶋
部
の
ほ
う
か
ら
、

「
ど
の
辺
り
へ
荷
か
れ
ま
す
か
？
」

と
訊
か
れ
て
、
し
ば
ら
く
考
え
た
あ
げ
く
、

「
和
田
岬
の
辺
り
へ
行
き
た
い
で
す
ね
」

と
答
え
た
。

く
つ
に
た
い
し
た
珂
曲
は
な
か
っ
た
。

■

一_ 侭唾

jFO

１
１５２
１

軒
卜
泊
〈
作
家
〉

カ
メ
ラ
池
田
年
夫
Ⅱ

神
戸
へ
移
り
住
ん
だ
の
だ
っ
た
。
そ

う
す
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
例
の
車

内
放
送
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
神
戸

に
住
ん
で
い
た
凶
年
間
も
、
そ
の
後

の
放
浪
し
て
い
た
期
間
も
、
村
へ
戻

っ
て
か
ら
も
ず
っ
と
忘
れ
続
け
て
い

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
〈
６
〉

た
。そ

れ
が
先
日
、

「
ど
の
辺
り
へ
行
か
れ
ま
す
か
？
」

と
訊
か
れ
て
、

「
和
田
川
線
に
乗
り
換
え
の
方
は
…
…
」

突
然
、
そ
ん
な
車
内
放
送
を
思
い
出
し
た
の
だ
か
ら
少

し
は
不
思
議
だ
。

ぼ
く
の
場
合
は
そ
の
程
度
の
理
由
で
腰
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
二
十
年
前
と
同
じ
よ
う
に
、
村
の
駅

か
ら
列
車
に
乗
っ
て
神
戸
へ
出
か
け
た
。

四
月
下
旬
の
と
て
も
天
気
の
い
い
日
で
、
昼
下
が
り
の

ロ
ー
カ
ル
線
は
客
の
姿
も
ま
ば
ら
だ
。
列
車
の
速
度
も
車

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



え
る
と
、
終
着
駅
の
和
田
岬
駅
ま
で
は
六
分
で
着
い
て
し

ま
う
。
そ
の
ふ
た
つ
の
駅
の
あ
い
だ
に
は
ひ
と
つ
も
駅
が

な
い
の
だ
。
し
か
も
、
時
刻
表
に
よ
る
と
、
和
田
岬
線
は

朝
夕
に
数
本
ず
つ
し
か
列
車
が
運
転
さ
れ
て
い
な
い
。
つ

ま
り
、
終
着
駅
の
辺
り
で
働
く
人
た
ち
の
た
め
の
通
勤
列

車
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

じ
っ
さ
い
、
そ
の
辺
り
は
、
観
光
名
所
の
ひ
と
つ
に
あ

げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
出
か
け
る
前
か
ら
、
ぼ

く
も
、
造
船
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
々
の
労
働
現
場
と
い

っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
一
度

行
っ
て
み
た
い
所
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

和
田
岬
駅
へ
着
い
た
の
は
夕
方
の
五
時
前
だ
っ
た
。
駅

は
小
さ
か
っ
た
が
、
そ
の
建
築
は
ち
ょ
っ
と
独
特
の
様
式

を
し
て
い
た
。
も
う
か
な
り
古
い
建
物
で
、
天
井
が
高
く

内
の
雰
囲
気
も
じ

つ
に
の
ん
び
り
し

て
い
て
、
窓
か
ら

ぼ
ん
や
り
外
を
見

て
い
る
、
ぼ
く
の

頭
の
中
は
ほ
と
ん

ど
空
っ
ぽ
み
た
い

な
も
の
だ
。
も
う

少
し
付
け
加
え
る

と
、
誰
か
が
ど
ん

な
話
題
を
出
し
て

こ
よ
う
と
、
び
く

と
も
し
な
い
よ
う

な
空
っ
ぽ
だ
っ
た

と
い
え
る
。

む
ろ
ん
、
ぼ
く

は
そ
の
状
態
を
喜

ん
で
い
た
。
な
ん

軒
！

哩皿５口■

ん
で
い
た
。
な
ん
だ
か
余
生
を
生
き
て
る
み
た
い
な
気
が

し
て
、
と
て
も
落
ち
着
き
が
よ
か
っ
た
。
二
十
年
前
に
通

勤
し
て
い
た
頃
は
少
し
違
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
当
時
は
本

な
ど
一
冊
も
読
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
読
み
た
い
と
も
思
わ

な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
ぼ
ん
や
り
窓
の

外
を
見
て
い
た
。
だ
け
ど
、
ひ
と
月
が
経
ち
、
ふ
た
月
が

経
つ
に
つ
れ
て
、
少
し
ず
つ
頭
が
重
た
く
な
り
か
け
て
き

た
の
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
四
十
歳
に
な
っ
て
も
、
五
十
歳
に
な
っ
て
も

こ
う
や
っ
て
、
村
か
ら
神
戸
ま
で
通
勤
し
て
い
る
の
か
な

あ
、
と
思
っ
た
の
だ
。
そ
う
す
る
と
ち
ょ
っ
と
い
や
な
気

が
し
て
、
た
と
え
し
ば
ら
く
で
も
生
活
を
変
え
て
み
た
い

と
思
っ
た
の
だ
。
そ
の
こ
と
の
結
果
が
、
大
学
の
夜
間
部

へ
通
う
こ
と
で
あ
り
、
五
年
間
だ
け
村
を
離
れ
て
一
人
住

,､《蕊難蕊 窪

蕊
一用

灘
細
悪

崇
蕊

§患

ＪＲ西日本和田岬駅。その建築はちょっと独特
の様式でどことなく感じられるハイカラ趣味
が、ロマンティックな気分を誘ってくれたりも
した。

１
１５３
１

、、“＆

：

瀞
騨
諜
鏑
謹

ま
い
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
お
そ
ら
く
、

い
ま
こ
ん
な
文
章
を
書
い
て
い
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
き
た
の
だ
か

ら
、
こ
れ
も
ま
た
少
々
不
思
議
な
気

も
す
る
。

兵
庫
駅
か
ら
和
田
岬
線
に
乗
り
換
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曜
譲

か
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
な
ど
思
い
出
し
て
、
待
合
室

を
う
ろ
う
ろ
し
な
が
ら
気
持
ち
が
な
ご
や
か
に
な
っ
た
も

の
だ
。改

札
口
を
抜
け
て
ホ
ー
ム
へ
入
る
と
、
線
路
の
両
側
に

は
民
家
が
並
ん
で
い
た
。
そ
の
界
隈
は
よ
く
あ
る
下
町
の

風
景
と
い
っ
た
感
じ
で
、
特
別
変
わ
っ
た
よ
う
な
も
の
は

何
も
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
が
逆
に
う
れ
し
く
て
、
し
ば

ら
く
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
辺
り
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
見
回
し
て

い
た
。そ

う
い
え
ば
、
ぼ
く
が
し
て
き
た
旅
は
た
い
て
い
が
そ

ん
な
具
合
だ
っ
た
。
ど
こ
の
街
へ
行
っ
て
も
、
た
だ
街
な

か
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
回
る
程
度
で
、
そ
の
街
が
目
玉
商
品

に
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
た
ぐ
い
を
覗

き
に
行
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

たいていの街は、何気ない一画に、心をなごませてくれる風景を用意しているものだ。

待くばいく待も乗いまりをテ趣らど
合駅、たで合な客ので夕も誘イ味れこ
室のむ・水室くのでは方しつツがると
にホかそをへ、姿、列のたてク、ハな
水｜しう撒ひ駅は駅車五。くなロイく
がムはいいし員一Ｉこが時れ気マカ感
撒やよえてやが入はな半た分ンうじ

だ
か
ら
、
こ
の
時
も
、
こ
の
程
度
の
こ
と
で
け
つ
こ
う

楽
し
ん
で
い
た
の
だ
。

な
る
ほ
ど
、
観
光
名
所
へ
な
ど
出
か
け
な
く
て
も
、
た

い
て
い
の
街
は
、
何
気
な
い
一
画
に
、
心
を
な
ご
ま
せ
て

く
れ
る
風
景
を
用
意
し
て
い
る
も
の
だ
。
そ
こ
が
初
め
て

訪
れ
る
場
所
だ
と
、
眼
に
入
る
風
景
が
、
旅
の
感
覚
で
デ

フ
ォ
ル
メ
さ
れ
る
た
め
、
景
色
が
訪
れ
た
者
の
都
合
に
応

じ
て
主
観
で
染
ま
っ
て
く
れ
た
り
も
す
る
。

と
く
に
港
街
の
場
合
は
そ
う
だ
。

和
田
岬
駅
を
離
れ
て
、
次
に
海
が
見
え
る
所
ま
で
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
よ
り
海
岸
線
へ
近
づ
い
て
い
く
と
、
そ

の
近
辺
に
は
造
船
関
係
の
工
場
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
い

わ
ゆ
る
、
気
の
き
い
た
喫
茶
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
た
ぐ
い

は
一
軒
も
見
当
た
ら
ず
、
そ
こ
が
と
て
も
よ
か
っ
た
。
小

さ
な
商
店
が
並
ぶ
界
隈
な
ど
も
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
は
、

店
の
入
口
に
白
い
半
円
型
の
の
れ
ん
を
か
け
た
、
例
の
ミ

ル
ク
・
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
、
少
し
も
気
の
き
い
て
い
な
い

喫
茶
店
が
あ
っ
た
り
も
す
る
の
だ
。

や
が
て
海
が
見
え
る
岸
壁
に
辿
り
着
く
と
、
そ
こ
は
造

船
所
の
裏
側
に
あ
た
っ
て
い
た
。
巨
大
な
ド
ッ
ク
が
裏
側

か
ら
見
え
て
、
そ
の
東
側
に
は
、
思
っ
た
よ
り
も
近
く
に

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ビ
ル
群
が
見
え
る
。
し
か
し
、
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
・
ホ
イ
ー
ル
な
ど
は
回
転
し
て
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
い
。

と
に
か
く
天
気
の
い
い
日
で
、
海
は
き
ら
き
ら
と
輝
い

て
い
る
し
、
時
に
は
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
の
船
が
行
き
過
ぎ

て
い
く
。
風
は
ほ
ど
よ
い
微
風
で
、
別
の
角
度
か
ら
眺
め

る
神
戸
港
の
景
色
は
な
か
な
か
乙
な
も
の
だ
。

そ
の
辺
に
は
倉
庫
が
並
ん
で
い
た
の
だ
が
、
倉
庫
の
間

１
１５４
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昭吐

蹟

に
は
幅
広
の
直
線
道
路
が
走
っ
て
い
て
、
ま
ず
擁
獅
李
未

ま
ず
の
カ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
そ
う
な
く
ら
硫
恥
歴
鋤

夜
り
ど
い

い
の
長
さ
だ
。
い
ぐ
ほ
て
ほ
め
分
つ

じ
っ
さ
い
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
使
え
そ
う
な
鈴
捲
計
鴎

気
も
し
た
。
今
度
来
た
時
は
一
日
中
、
倉
庫
の
渇
嘩
稿
垂

つ
い
。
な

壁
に
で
も
も
た
れ
て
陽
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
よ
う
錘
帥
耗
睡

と
思
っ
た
。
だ
け
ど
、
そ
ん
な
状
態
で
浮
か
ん
綜
唖
郡
誰

で
く
る
ド
ラ
マ
は
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
酔
歩
蓉
鋤
錘

唖
唾
塵
霊
叩

の
だ
ろ
う
か
。

を
泌
栓
津
麺
桔
韮
魂
峡
認
靖
翻
韮
か
岨
暢
鋤
醗
》
》
》
》
》

て
、
陽
ざ
し
の
中
の
港
を
海
側
か
ら
見
渡
す
こ
癖
が
権
壷
罫

昨
幼
確
曇
者

と
が
で
き
る
ひ
と
つ
の
波
止
場
１
．

街
夕
、
こ
蓬

お
そ
ら
く
、
主
人
公
は
、
い
か
に
こ
み
い
つ
雛
恥
葬
棒
掴

た
街
な
か
へ
入
っ
て
行
こ
う
と
、
そ
こ
に
、
ミ
乙
掛
毒
熱
”

ス
テ
リ
ア
ス
な
何
か
を
見
い
出
し
に
く
い
年
齢
芯
皿
前
構
も

見
入
年
結
歴

に
な
っ
て
い
る
の
は
た
し
か
だ
。
そ
し
て
、
上
”
”
禅
歴
坤

ロ
イ
ン
は
、
波
立
っ
て
い
た
荒
さ
が
次
第
に
お
錘
娠
溢
唖
可

ち
つ
き
を
見
せ
は
じ
め
、
そ
ろ
そ
ろ
、
さ
ざ
波
皿
嘩
瞳
毒
趣

き
先
る
い
と

め
い
た
リ
ズ
ム
を
刻
む
季
節
へ
移
り
か
け
た
と
陸
寧
娠
群
弄

こ
ろ
だ
ろ
う
。
搾
麺
却
秘
兼

二
人
は
、
ど
ん
な
ド
ラ
マ
ッ
ル
ギ
ー
を
展
開
州
建
塞
壁
峰

す
る
の
だ
ろ
う
。
で
立
る
海
生
ん
を
す
航
一

ま
た
詳
細
は
定
か
で
は
な
い
が
、
仮
り
の
タ
吃
唖
霊
蛇
弧

イ
ト
ル
は
こ
ん
な
風
に
し
と
く
か
。

「
終
着
駅
か
ら
は
じ
ま
る
」

大
人
の
男
と
女
の
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、
港
街
の

あ
り
ふ
れ
た
一
画
が
と
て
も
似
合
っ
て
い
そ
う
な
気
が
す

る
。
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